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弘前大学教育学部研究紀要クロスロード刊行および投稿規定
� 弘前大学教育学部教育実践協同研究推進委員会　

投　　稿　　規　　定
1 ．本誌には教育実践に関する研究論文並びに報告，紹介などを掲載する。
2 ．発行は原則として毎年 3 月の年 1 回とし，A 4 判約150ページとする。
3 ．原稿募集の時期は10月とし締め切りは概ね 1 月末とする。
4 ．論文の著者には本学部または附属学校園の教員が含まれていなければならない。
5 ．原稿は，別に定める執筆要領に従って作成するものとする。
6 ．論文等は，原則として，図表（写真，楽譜などを含む）を含めて， 1 編につき刷り上がりで10ページ以

内とする。
7 ．掲載順序など編集に関することは，本委員会が決定する。なお，論文等に関して疑義などが生じた場合，

本委員会は著者と協議し必要があれば著者に修正を求めることがある。
8 ．校正は原則として著者が行い， 3 校までとする。校正は印刷上の誤りの訂正のみとし文章や図表の差し

換え，追加などは認めない。
9 ．超過ページ，カラー図表などの印刷について，特に費用を要するものはその著者の負担とすることがあ

る。
10．刊行経費が予算を超過した場合，超過分を著者の按分負担とする。
11．別刷を希望する場合は投稿の際に必要部数を申し出る。料金は別に定め，経費は著者が負担する。
12．以上の年 1 回の定期発刊の他，特集号を発行することがある。特集号は，拡大編集委員会を組織し企画

および編集にあたるものとする。
13．本誌に掲載された論文の著作権は当該論文の著者に帰属する。ただし，論文は「弘前大学学術情報リポ

ジトリ」に掲載して公開するものとする。

　　この規定は，2020年10月 1 日から施行する。

執　　筆　　要　　領
1 ．提出原稿には，表紙，要旨本文及び引用・参考文献が揃っていなければならない。
2 ．表紙には，論文等の表題，著者名及び所属を和英両語で記載する。なお，英語にかえて，他の汎用性の

高い言語で記載しでもよい。
3 ．要旨は本文の前に入れ，和文の場合は400字以内，欧文の場合は120語以内とする。
4 ．原稿は，原則として，A 4 判の縦置き横書きとしワープロを使用して作成する。和文の場合は丈字10.5

ポイント， 1 ページあたり48字46行，上下，左右の余白は20 mmとする。欧文の場合も 1 ページ46行を原
則とする。原稿は図表を組み入れたPDFファイルと編集可能な電子ファイル（Word，一太郎など）の両
方を提出する。メディアと提出方法は編集担当者が別に定める。

5 ．文献の引用は，原則として本文中の該当箇所の右肩に片括弧付き番号をつけて表示し，出典は本文末尾
に一括して記載する。その際，雑誌の場合は著者名，論文等の表題，雑誌名，巻号，ページ，発行年を，
単行本の場合は著者名，書名，出版社，ページ，発行年を記載する。

6 ．原稿の提出に際しては規定の「投稿申込書」を電子ファイルで添付する。



投 稿 に あ た っ て
（2022年12月 5 日追記）　

　投稿にあたっては，以下の【覚書】にある項目のチェックを行ってください。

【覚書】クロスロード投稿に関する覚書
　クロスロードの投稿に当たっては，次のチェックを行ってください。

□引用が盗用，剽窃に当たらないように適切に行われていますか。
□引用文献等が文末に適切に示されていますか。
□プライバシーの保護に関し，写真や資料等の掲載の許諾が適切に行われていますか。
□アンケート等をとる場合は，利用目的を示して回答者の合意を得ていますか。
□要配慮個人情報等を取り扱う場合は，研究対象が特定されない等の情報の適切な秘匿・加

工等が行われていますか。また，学内倫理委員会の審査を経ていますか。

　このチェックは，投稿論文の査読をするものではなく，クロスロードの電子化にあたって，プライバシー
の保護，著作権の保護を適切に行えるようにするためのものです。 
　附属学校の先生のみでの投稿される場合等で，不明のことがあれば，該当する学問分野の学部教員・教職
大学院教員にご相談ください。 
　該当する学問分野の教員が見つからない場合，投稿に当たって不明なことがあれば，投稿の前に協同研推
進委員会にお問い合わせください。
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